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第５学年 算数科学習指導案
日 時 平成１６年１０月１９日（火）６校時
児 童 ５年１組 男１３名 女１１名 計２４名
授業者 平 芳明

１ 単元名 ４ 小数のかけ算とわり算（２）（東京書籍）

２ 単元について
（１）教材観

この単元の指導に関わる小学校学習指導要領の第５学年の目標は、「（１）小数及び分数の意味
や表し方についての理解を深める。また、小数の乗法及び除法の意味について理解し、それらの計
算の仕方を考え、適切に用いることができるようにするとともに、分数の加法及び減法の意味につ
いて理解し、それらの計算の仕方を考え、用いることができるようにする。」 である。

本単元では乗数と除数が小数の場合を扱い、かけ算わり算の積を「全体量」、商を「１つぶんの
量」ととらえる意味の拡張をすることがねらいとなっている。これまでの指導においては、乗法の
場合、基準量×いくつ分という式で統一できていたので累加の考え方も適用できたが、乗数が小数
になるとその範囲を越えて考えなければならないところに難しさがある。除法の場合は、これまで
解は被除数より必ず小さくなっていたが、純小数でわると被除数より大きくなるなど、単に“分け
る”という概念では考えられらなくなってくる。また、計算のしかたついて、既習と関連させなが
ら、小数点の打ち方の意味（１０倍、１００倍して整数化して計算するので解に÷１０、÷１００
をして小数に戻す）の再確認などを通して、児童自らが計算方法を導き出せるようになっている。

このように、乗法除法の意味の拡張を児童が主体的に学習できることに適した教材である。
（２）児童観

本学級の児童は、算数学習に対して男子は積極的、女子は消極的という傾向がある。発言等男子
に片寄る場面が多く、指名しないと発言しない子が女子に多い。自力解決や練習問題には真面目に
取り組むことが全体としてできている。ただ、見通しを確実に言えたり持つことや、練り上げの比
較検討でよりよい考え方などを見つけていくことが苦手な部分が全体としてある。

発展的に学習することについては、計算の桁数を増やしたり学習した図形を活用して新たな形を
作ったりすることには興味を持って意欲的に取り組むことができる。ただ、数学的な考え方を基に
発展的に学習することに関しては１部の児童しか対応できていない。

本単元の学習を進めるにあたり、その基盤となる基本的な事項を確認するとともに、実態を把握
するための事前テストを行った。結果は次のとおりである。

問 題 正答率 誤答例・誤答理由
･計算のきまりを活用し計算のしかたを考える問題 ６０％ 等式の意味が分からない、計算のきまりを忘れている
･小数×整数､小数÷整数の計算問題 ９１％ 小数点打ち忘れ
･小数×整数の文章問題 ９４％ 除法の式にしている、小数点打ち忘れ
･小数÷整数の文章問題 ８５％ 商に０を立て忘れている為答えが整数値になっている
･小数×小数､小数÷小数の計算問題(未習) １９％ 小数点の位置（乗法）、わり進みの仕方（除法）

乗法の計算（筆算）、文章題についてはほぼ定着しているとものと思われる。除法に関しても、
筆算や文章題の立式等は概ね理解している。ただ、計算のきまりや等式の意味について未定着な面
が多かった。

（３）指導観
本単元の指導は、かけ算のしかた、わり算のしかた、小数倍の３つの小単元に分けて指導を行っ

ていく。
かけ算については、２×３を２＋２＋２と累加でとらえていると、２×３.２の場合では「２を

２.３回たす」とは考えられなくなる。そこで、もう一度かけ算の意味を見直すことになる。数直
線図やことばの式を活用し「×整数」の場面と対比させながら、かけ算の意味を小数でも適用でき
ることを気づかせたい。

わり算についても除数が整数だけでなく、小数の場合にも使えるようにするために、わり算の意
味を拡張していきたい。等分除の場面で２００÷２は「２等分する」という意味があるが、２００
÷２.５では「２.５等分する」という意味にとらえることができない。そこで、数直線図やことば
の式などと関わらせながら、わり算の意味を「１つぶんの量」を求める計算という意味に拡張して
いきたい。

計算のしかたについては、整数や小数×整数、小数÷整数の既習の計算と関連させながら児童自
らが、小数点の位置などに気をつけながら「×１０」をしたら「÷１０」をするという計算のきま
りを導き出せるように指導していきたい。尚、計算のしかたの指導では、１／１００の位以下の小
数÷小数の発展的問題を取り上げ計算方法の更なる定着と深化を図っていきたい。

また、小数について、比較量÷基準量＝何倍、基準量×何倍＝比較量、比較量÷何倍＝基準量が
成り立つことを、既習事項をもとに数直線図を活用して数量の関係を把握させていきたい。

単元のまとめでは、電卓を用いた数当て手品をモチーフにした発展的指導を行い、学習内容の理
解を深め、算数への興味を広げていきたい。



３ 教材の関連と発展
４年
⑥ 小数
・小数の意味（小数第一

位）、構成、大小比較

⑦ わり算の筆算（２）
・２、３位数÷２位数の

形式による除法
・除法について成り立つ

性質
５年
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①小数と整数のしくみ
・小数の意味（小数第二

三位）、構成、大小比
較

・整数、小数の十進数と
しての統一

・整数、小数を１０倍、
１００倍、１／１０
１／１００したときの
小数点の位置

②小数のかけ算とわり算
・小数×整数の計算のし

かた
・小数（整数）÷整数＝

小数の計算のしかた
・倍が小数でも表される

こと

小数のかけ算とわり算
・小数×小数の意味と計

算のしかた
・小数÷小数の意味と計

算のしかた
・計算法則の小数への拡

張
・商の概数処理
・小数の乗法の意味の拡

張（第一用法、第二用
法）
６年
⑤分数のかけ算とわり算
・分数に整数をかける計

算
・分数を整数でわる計算
・分数に分数をかける計

算
・分数を分数でわる計算
・計算法則の分数への拡

張

● 分数倍を考えよう
・分数の乗除の意味の拡

張（第一、第二、第三
用法）



４ 単元の目標と指導計画（本時１２時／２０時間）
【目標】

○乗数が小数の場合の乗法や、除数が小数の除法の意味とその計算の仕方について理解し、それを用いる能力を伸ばす。また、計算法則は数範囲が小

数の場合でも成り立つことを理解する。

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

・乗数や除数が小数の場合でも既習

の整数の計算の数量関係などをもと

にして乗法や除法に表そうとする。

・整数の乗法、除法計算と関連づけ

て、乗数が小数の乗法、除数が小数

の除法の計算の仕方を考える。

・乗数が小数の乗法、除数が小数の

除法の計算をすることができる。

・乗数が小数の乗法、除数が小数の

除法の意味やその計算の仕方を理解

する。

評 価 規 準

具体の評価規準(評価方法)

支援計画

○おおむね満足できる子

小

単

元

目標 学習内容･活動(時数)

関心･意欲･態度 数学的な考え方 表現･処理 知識･理解

△努力を要する子

・小数をかける

ことの意味を理

解している。

☆【考え方】

○問題場面を言葉の式や数直

線などに置き換えて数量の関

係をとらえ、乗法の意味を説

明させる。

☆既習の整数×

整数、小数×整

数などに関連づ

けて整数×小数

（１／１０の位

まで）の計算の

しかたを考える

ことができる。

△既習の小数×整数の計算の

しかたを想起させ、小数をか

ける計算に適用できないか考

えさせる。

【知識・理解】

○単位小数に着目した考え方

と、１０倍して小数を整数に

して答えを１／１０にする考

え方や小数をかけることの意

味を説明させる。

小

数

の

か

け

算

・小数をかけるこ

との意味と、整数

×小数（１／１０

の位まで）の計算

のしかたを理解す

る。

・立式を考える。

・８０×２．７の計

算のしかたを考える｡

・８０×２．７の計

算のしかたをまとめ

る。（２）

・数直線などを

使いながら既習

をもとにして考

えれば、小数を

かける計算であ

っても同様にで

きることに気づ

く。（イ、ウ）

・小数のかけ算

は、累加の考え

方が使えないこ

とを理解してい

る。（イ、ウ）

△数直線を使い、小数のかけ

算は累加の考え方ではなく、

基準量の何倍かを表す計算で

あることをつかませる。

【考え方】

○数の相対的な見方、乗法に

成り立つ性質などを活用して

計算のしかたを考えさせ、そ

れをもとに筆算のしかたを作

り出させる。

・整数の乗法の

筆算のしかたに

帰着して、１／

１０の位までの

小数どうしをか

ける筆算のしか

たを考えること

ができる。

・１／１０の位ま

での小数どうしを

かける筆算のしか

たを理解し、その

計算ができる。

・立式を考える。

・２．３×２．８の

計算のしかたを考え

る。

・１／１０の位まで

の小数どうしをかけ

る筆算のしかをまと

める。（１）

・筆算時に小数

点を取ったり付

けたりすること

の意味を説明で

きる。(イ､ウ)

△既習の計算を想起させ、被

乗数や乗数を整数にするには

それぞれ何倍すればよいかを

考えさせる。

・１／１０の位

までの小数どう

しをかける計算

（末尾の０を処

理したり、０を

補う場合）がで

きる。

・１／１０の位ま

での小数どうしを

かける計算（末尾

の０を処理したり

０を補う場合）が

できる。

・４．２×７．５、

０．４×２．３の筆

算のしかたを考える｡

・左記の型の計算練

習をする。（１）

・１／

小

【表現・処理】

○なぜ０が必要なのか、また

いらないのかを記述させると

ともに、そのような計算が計

算ドリルの目安時間の２／３

の時間以内でなおかつ９０％

以上の正答率でできるように
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１００の位以

数 算

・１／１０の位

までの小数どう

挑戦させる。



△十進位取り記数法にもとづ

き、小数の標記のしかたにつ

いて既習事項を振り返らせる｡

その上で同種の問題にあたら

せる。

・純小数をかける

と、積は被乗数よ

り小さくなること

・８０×１．８と８

０×０．８の計算を

して、積と被乗数の

・数直線上の乗

数の大きさと関

連づけて、被乗

【考え方】

○数直線上に数量の関係を表

現し、被乗数と積との関係を

ノートに記述した上で説明さ

せる。

数と積の大小関

係について考え

ている。

を理解する。 大きさを比べる。

・純小数をかけると

積が被乗数より小さ

くなることをまとめ

る。（１）

・実際に計算し

たり数直線を用

いたりして乗数

が１より大きい

場合と１より小

さい場合の被乗

数と積の大きさ

の関係の違いを

説明している。

（イ、ウ）

△数直線を用い、□の位置が

１よりも小さくなることに気

づかせて積は乗数の大小によ

って被乗数よりも小さくなる

ことがあることに気づかせる｡

【知識・理解】

○１㎜の単位正方形をもとに

して考えるに至る過程を説明

できるようにさせる。

・長方形の辺の

長さが小数の場

合も、面積公式

を適用して面積

を求められるこ

とを理解してい

る。

・長方形の辺の長

さが小数の場合も

面積公式が適用で

きることを理解す

る。

・縦２．３㎝、横３.

６㎝の長方形の面積

の求め方を考える。

・長方形の中に、１

辺が１㎜の正方形が

何個あるかを調べて

から２．３×３．６

の計算で求める。

（１）

・ノートに小さ

な１㎜の単位正

方形をかき、そ

れをもとに辺の

長さが小数でも

面積が求められ

ることを理解し

ている。

（ア、ウ）

△１㎡と１㎝の関係を想起さ

せ、より小さいものを単位と

して考えればよいことを理解

させる。

・小数の場合でも

交換、結合、分配

・□×○＝○×□

（□×○）×△

・小数の場合で

も、交換、結合

【知識・理解】

○小数の乗法において、交換

分配法則が成り

立つことを理解

している。

結合、分配法則が成り立つこ

とが分かり、それらを用いて

能率的に計算することができ

る問題を作成させる。

法則が成り立つこ

とを理解する。

＝□×（○×△）

（□＋○）×△

＝□×△＋○×△

の式に小数をあては

めて、式が成り立つ

か調べる。（１）

・３つの計算法

則それぞれにつ

いて実際に計算

し成り立つかど

うか確かめてい

る。（イ、ウ）

△乗法に関する一般法則の図

を用いて法則を理解させる。

☆電卓を用いて

乗法の計算をし

ようとしている

・乗数が小数の

乗法計算ができ

る。

☆【関心・意欲・態度】

○どうしてそのような結果に

なるのかについて自分なりの

考えを持たせる。

・学習内容に習熟

する。

・学習内容の理解

を深め、算数への

興味を広げる。

・「練習」をする。

（１）

・多様な

取り組む

・どうしてその ・乗数が小数の

補 充
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計算問題に

。

ような結果にな

るのかについて

考えようとして

乗法計算が正確

にできる。

（ア ウ）

△教科書にある手順通りに計

算させる。



【表現・処理】

○計算問題２０問を８分以内

でやらせる。

△整数の筆算として取り組ま

せ、後に小数点の移動につい

て考えさせる。

・小数でわるこ

との意味を理解

している。

☆【考え方】

○問題場面を言葉の式や数直

線などに置き換えて、数量の

関係をとらえ、乗法の意味を

説明させる。

☆既習の整数÷

整数、小数÷整

数に関連づけて

整数÷小数（１

／１０の位まで

）の計算のしか

たを考えている

小

数

の

わ

・小数でわること

の意味と、整数÷

小数（１／１０の

位まで）の計算の

しかたを理解する

・立式を考える。

・２００÷２．５の

計算のしかたを考え

る。

・２００÷２．５の

計算のしかたをまと

める。（２）

・数直線などを

使いながら既習

・２．５に分け

ることは不可能

だということに

気づき、１つ分

の量を求める計

算であることを

△既習の小数÷整数の計算の

しかたを想起させ、小数でわ

る計算に適用できないか考え

させる。

【知識・理解】

○単位小数に着目した考え方

と除数と被除数を等倍しても

商は変わらないという考え方

や小数でわることの意味を説

明させる。

をもとにして考

えれば小数でわ

る計算であって

も同様にできる

ことに気づく。

（イ、ウ）

自分なりに記述

で説明している

（イ、ウ）

△テープ図や数直線を使い、

わり算はいくつに分けるのか

ではなく、１つ分の量を求め

る計算であることをつかませ

小数でわることができること

を理解させる。

【考え方】

○数の相対的な見方、除法に

成り立つ性質などを活用して

計算のしかたを考えさせ、そ

れをもとに筆算のしかたを作

り出させる。

・整数の除法の

筆算のしかたに

帰着して、１／

１０の位までの

小数どうしの除

法の筆算のしか

たを考えている

・１／１０の位ま

での小数どうしの

除法の筆算のしか

たを理解し、その

計算ができる。

・立式を考える。

・７．８÷６．５の

計算のしかたを考え

る。（１）

・筆算時に小数

点を取ったり付

けたりすること

の意味を説明で

きる。

（イ、ウ）

△既習の計算を想起させ、被

除数や除数を整数にするには

それぞれ何倍すればよいかを

考えさせる。

り

算

・１／１０の位ま

での小数どうしの

除法の計算（商が

純小数や被除数に

０を補う場合）が

できる。

・２．８÷３．５、

１．８÷２．４など

の筆算のしかたを考

える。

・左記の型の計算練

習をする。（１）

・１／１０の位

までの小数どう

しの除法の計算

（商が純小数や

被除数に０を補

う場合）ができ

【考え方】

○１／１００の位までの小数

どうしの計算に拡張しても小

数÷小数の計算方法（筆算）

形式が変わらないことについ

て既習をもとにして説明でき

る。 るようにさせる。

・１／ 位以
・１／１０の位 △十進位取り記数法にもとづ

・

商

き

解

本 時
下の小

ついて

純小数でわると

は被除数より大

くなることを理

する。

・２４

２４０

算をし

数の大

・純小

被除
１００の
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数のわり算に

考える。

までの小数どう

しの計算（商に

０を立てたり被

除数に０を補う

場合）の説明が

できる。(ｱ､ｳ)

き、小数の標記のしかたにつ

いて既習を振り返らせ、整数

を小数に直す方法や割り進み

をする場合の仕方について確

認するように促す。

０÷１．２と

÷０．８の計

て、商と被除

きさを比べる｡

数でわると商

数

・数直線上で除

数の大きさと関

連づけて、被除

数と商の大小関

係を考えている

【考え方】

○数直線上に数量の関係を表

現し、被除数と商との関係を

ノートに記述した上で説明さ

せる。



・実際に計算し

たり数直線を用

いたりして除数

が１より大きい

場合と１より小

さい場合の被除

数と商の大きさ

の関係の違いを

説明している。

（イ、ウ）

△数直線を用い、□の位置が

１よりも大きくなることに気

づかせる。そして商は除数の

大小によって被除数よりも小

さくなることがあることに気

づかせる。

・あまりのある

場合の小数の除

法計算ができる

☆あまりの小数

点の位置を被乗

数と関連させて

考えている。

☆【考え方】

○被乗数のもとの小数点にそ

ろえてあまりの小数点をうつ

ことの理由をノートに記述し

説明できるようにさせる。

・小数の除法にお

けるあまりの位取

りについて理解す

る。

・２．５ｌのジュー

スを０．７ｌ入りの

水筒に入れると何個

できて、ジュースは

どれだけあまるかを

考える。

・小数の除法におけ

・あまりの小数

点は、被乗数の

もとの小数点に

・あまりのある

場合の小数の除

法計算が正確に

できる。

△あまりは除数より小さくな

るという関係を想起させ、正

しいあまりを考えさせる。

【表現・処理】

○商やあまりを求めた後、検

算をするなどして、小数÷小

数の計算が正確にできるよう

にさせる。

るあまりの小数点の

うつ位置についてま

とめる。（１）

そろえてうつこ

とを既習をもと

に考えることが

できる。

（イ、ウ）

（ア、ウ）

△既習を想起させ、あまりの

小数点は被乗数の小数点にそ

ろえてうつことを助言する。

・小数の除法の

答えを必要に応

じて概数で表す

ことができる。

【表現・処理】

○小数点の位置を示すための

０は数えないことの理由をノ

ートに記述させて発言できる

ようにさせる。

・小数の除法の答

えを概数で表すと

きの処理のしかた

を理解する。

・面積７．２㎡の長

方形の花壇で横の長

さが２．９ｍのとき

の、縦の長さを２け

たの概数で求める。

（１）

・概数処理が正

確にできる。

（イ、ウ）

△上から２けたの概数にする

には何けためを四捨五入すれ

ばよいかを既習を想起させる｡

・除数が小数の

除法計算ができ

る。

【表現・処理】

○計算問題２０問を８分以内

でやらせる。

・学習内容に習熟

する。

・「練習」をする。

（１）

・多様

算の問

小

数

倍

と

か

・比較量、基準量

が小数の時も、倍

は除法で求められ

ることを理解する

・３．

㎞は２

かを求

える。

・比較

小数の

求める

うことけ

算

・

わ

り

算

・倍を表す数が小

数のときも比較量

は基準量×何倍で

求められることを

理解する。

・５ｍ

０．６

め方を

・小数

較量は

で求め

まとめ
補 充
4

な小数のわり

題に取り組む｡

・除数が小数の

除法計算が正確

にできる。

（ア、ウ）

△整数の筆算として取り組ま

せ、後に小数点の移動につい

て考えさせる。

【表現・処理】

○整数倍の場合と対比しなが

ら根拠をもって説明できるよ

うにさせる。

・比較量、基準

量が小数の場合

でも、何倍かを

除法で求めるこ

とができる。

６㎞、１．８

．４㎞の何倍

める方法を考

量、基準量が

場合でも倍を

には除法を使

・数直線などを

活用して小数倍

△図を活用して、比較量と基

準量の関係をとらえさせ、既

習の整数のときは除法で立式

をまとめる。

（１）

を除法を使って

求めることがで

きる。

（ア、ウ）

できたことを想起させる。

【考え方】

○整数倍の場合と対比しなが

ら根拠をもって説明できるよ

うにさせる。

の３．５倍、

倍の長さの求

考える。

倍のときも比

基準量の何倍

られることを

る。（１）

・倍を表す数が

小数の場合でも

小数倍にあたる

大きさを求める

には、整数の場

合をもとに発展

的に考えている

△整数倍である２倍や３倍の

ときにはどのように立式する

かを考えさせ、それをもとに

立式させる
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・数直線などを

活用して比較量

を求めるには乗

法を用いればよ

いことを考える

ことができる。

（ア、ウ）

【考え方】

○整数倍の場合と対比しなが

ら根拠をもって説明できるよ

うにさせる。

・倍が小数の場

合でも基準量を

求めるには整数

の場合をもとに

発展的に考えて

いる。

・倍を表す数が小

数のときも基準量

は比較量÷倍で求

められることを理

解する。

・６３㎏が基準量の

１．８倍にあたると

きの基準量の求め方

を考える。（１）

・数直線などを

活用して基準量

を求めるには除

法を用いればよ

いことを考える

ことができる。

（ア、ウ）

△整数倍の学習を想起させ、

数直線に小数の数値をあては

めさせても関係は変わらない

ことに気づかせる。

ま

と

め

・学習内容の理解

を確認する。

・学習内容の理解

・「たしかめ」をす

る。（１）

◆［チャレンジ］

発展③

・電卓を用いた数当

て手品をする。

・電卓を用いて

除法の計算をし

よ う と し て い

る。

・どうしてその

ような結果にな

るのかについて

考えようとして

【関心・意欲・態度】

○どうしてそのような結果に

なるのかについて自分なりの

考えを持たせる。

△教科書にある手順通りに計

算させる。

評価方法
項 評 価 の 方 法 評 価 の 具 体 的 な 方 法

ア 行動観察 授業者または観察者のチェック

イ 発言分析 児童の発言回数、内容の分析

ウ ノート、ワークシートへの記述の分析 記述の内容の分析

エ 自己評価、相互評価 自己評価カードによる評価、感想文などの分析

オ テストによる評価 小テスト、単元テスト

☆‥‥‥重点評価項目
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５ 本時の指導

（１）本時の授業仮説

「まとめる」段階で、１／１００の位以下の小数を小数でわる計算を取り上げれば、筆算の仕方

を更に深く定着させることができるであろう。

（２）本時の目標

○１／１０の位までの小数どうしの除法の計算(商が純小数、被除数に０を補う場合)ができる。

（３）本時に関わる基礎・基本と発展場面について

ア本時に必要な基礎基本

○整数÷整数、小数÷整数、小数÷小数の筆算形式とその計算方法。

イ本時の基礎・基本

○もとにする単位をかえることでわり進みが可能になる考え方

○整数を小数にかえて計算する考え方（８→８.０）

○商に０をたてて小数点をうってから計算する考え方

ウ本時の発展場面について（発展②）

本時で学習したことを活かして練習問題を解き、その中に発展学習として１／１００の位以下の

問題を組み入れる。そこで、１／１００の位以下になっても筆算で計算できるかを確かめ、位が下

がっても筆算の仕方は変わらないことの更なる定着を図る。

（４）展 開
段階 学習内容・学習活動 評価と支援の手立て 準備･資料

つ

か

む

10

分

１ 前時想起

（１）１２.６÷４.５を計算する。

（２）小数÷小数の筆算の仕方を確認

する。

２ 問題把握

（１）既習の筆算との違いを確認する。

・①、②は、わられる数がわる数

より小さい。

・③は、わられる数が整数。

３ 課題把握

４ 見通し

（１）考え方の見通し

・わる数を整数にすれば計算できる

・①、②は、商に０を立てる。

・整数の８は８.０と考えればいい｡

・前時の学習の定着度を確認し、落ちて

いる部分は是正する。

・既習との違いを一つ一つ板書して全員

で確認できるようにする。

・課題は教師側から提示する。

・自力解決に全員安心して入れるように

１問１答ではなく、発言を広げたり繰

り返したりしながら見通しを持たせる｡

問題

紙板書
机間指導 １回目
いろいろな筆算のしかたを考えよう｡
下の筆算のしかたを考えましょう。

①3.5 2.8 ②2.4 1.8 ③2.5 8



５ 自力解決

０.８ ０.７５

①３.５ ２.８.０ ②２.４ １.８.０

た ２ ８ ０ １ ６ ８

０ １ ２０

○具体の評価規準に基づいて評価し、支

援する｡

自力解

決用紙

１ ２０

０

３.２

③２.５ ８.０

し

か

め

る

15

分

ま

と

め

る

７ ５

５０

５０

０

６ 比較検討

（１）考えの発表

・①～③について発表する。

（２）共通項・筆算形式の確認

・わる数を整数にする。

・商に０を立てる。

・整数は０をつけて小数にする。

７ まとめ

８ 問題を解く

・１／１００の位以下の小数を小数で

わる計算を組み入れた問題に取り組

ませる。

(3.7÷2.368､8.4÷3.36､7÷1.25)

９ 学習を振り返る

・感想等をノートに書く。

・筆算パターンの確認の意味が強いので

全員で声を出して読んだり、検算をし

たりして筆算形式（余りなし）の理解

の完成を図る。

・まとめを各自のノートに記入させてか

ら全体で確認する。

ワーク

20

分

10 次時の学習内容を知る。
机間指導 ２回目
小数÷小数の筆算は、わる数を整数

にすれば計算することができる。
3

○具体の評価規準に基づいて評価し、支

援する｡

・自己評価、相互評価の観点を含めて感

想を書くように指示する。

シート



（５）評価と支援の手立て（考え方）１／１０の位までの小数どうしの除法の計算ができる。

Ａ Ｂ Ｃ

具体の

評価規準

・１／１００の位以下の小

数÷小数の計算方法を既習

事項を手掛かりにして説明

することができる。

・１／１０の位までの小数

÷小数の計算（商が純小数

や被除数に０を補う場合）

の仕方を説明できる。

・１／１０の位までの小数

÷小数の計算（商が純小数

や被除数に０を補う場合）

の仕方を説明できない。

予想され

る反応

・１／１００の位以下にな

っても考え方、方法はこれ

までと同じだ。

・何けた位が下がっても同

じように計算することがで

きる。

・わる数を整数になおす。

・商に０を立ててから計算

しなければならない。

・整数は小数に直してから

小数点の移動をしなければ

ならない。

・わる数を整数に直せない

・商に０を立てられない。

・整数を小数化できない。

指導の手

立て

・本時の学習のまとめを考

えさせる。

・十進位取り記数法にもと

づき、小数の標記のしかた

について既習事項を振り返

らせる。

・整数÷整数として計算さ

せ小数点については既習を

想起させて移動させるよう

にする。

６ 板書計画
下の筆算のしかたを考えましょう。

①３．５ ２.８ ②２.４ １.８ ③２.５ ８
4

いろいろな筆算のしかたを

考えよう。
小数÷小数の筆

算は、わる数を

整数にすれば計

算できる。
問題 課題 まとめ

これまでの筆算と違うところ ① ② ③

・①、②は、わられる数がわる数より小さい 練習問題

・③は、わられる数が整数 児童の 児童の 児童の ※１／１００の位

発表 発表 発表 までの小数÷小数

考え方の見通し の筆算について板

・わる数を整数にする。 書する。

・①、②は、商に０を立てる

・整数の８は８.０と考える



７ 座席表

（小数のわり算）

ｱ ｱ ｱ

ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5

ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ｱ ｱ ｱ

ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5

ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ｱ ｱ ｱ

ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5

ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ｱ ｱ ｱ

ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5

ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ア 関心・意欲・態度

イ 考え方

ウ 表現・処理

エ 知識・理解

評価する時間

レディネステスト

既習問題の結果

未習問題結果

○％以上：◎

○～○％：○

○％未満：△
教 卓
5

ｱ ｱ ｱ

6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6

6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ｱ ｱ ｱ

6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6

6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ｱ ｱ ｱ

6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6

6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2

ｱ ｱ ｱ

6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6 ｲ 1 3 5 6

6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8 ｳ 4 6 7 8

ｴ 2 ｴ 2 ｴ 2




